
令和７年度
福島県高次脳機能障がい支援研修会

日にち：令和８年２月２２日（日）

場 所：総合南東北病院 NEBEホール

県中地域障害者就業・生活支援センター

センター長・主任職場定着支援ワーカー 木村 美和



目的・本日の流れ

〇目的

高次脳機能障がいのある方への就労支援について理解を深め

「就労」を意識する際、地域とどのようにつながっていけると

良いのか考える。

〇流れ

１・障害者就業・生活支援センターとは？

２・ステージごとの必要なこと（就労準備期）

３・ 〃 （求職活動期・マッチング）

４・ 〃 （職場適応期）

５・ 〃 （職場定着期・復職）

６・まとめ



１・社会福祉法人 ほっと福祉記念会



地域で暮らすを支える





ナカポツは、どんな相談をうけているの？

〇障害のある方からの相談
・就職したいが、何をどうしたらいいか分からない
・自分に合った職種が何かわからない
・健康や体力、対人関係での自信がない
・就職の仕方や何を準備すればいいか聞きたい
・就職しても職場になじめなくてすぐに辞めてしまいそう
・長く勤められるように仕事の練習をしたい
・仕事をしているが職場での人間関係に悩んでいる。
・職業スキルを伸ばしたい。 など

〇障害者雇用を検討する企業からの相談
・障害者雇用枠で雇用したいが取り組み方が分からない
・障害者にどんな仕事を任せればいいか分からない
・雇用してもすぐに辞めてしまうのではないか
・障害者の就労をどう管理すればいいか分からない
・ジョブコーチやトライアル雇用など支援制度について知りたい
・障害者雇用を拡大したいので職場理解を深めたいが、その方法が分からない など
＊他にも数多くの相談事項があります。
＊ナカポツセンターでは障害者と企業の間に立ってきめ細やかな支援を行っています。



ナカポツセンターが取り巻く環境



福島県内のセンター配置（６センター）
〇各障害保健福祉圏域に配置

◇会津障害者就業・生活支援センター
 ＊会津若松市

◇県北障害者就業・生活支援センター
＊福島市

◇県中地域障害者就業・生活支援センター
＊郡山市

◇県南障がい者就業・生活支援センター
＊白河市

◇相双障害者就業・生活支援センター
＊南相馬市

◇いわき障害者就業・生活支援センター
＊いわき市



２・ステージごとの必要なこと
～就労準備期～



つながる支援機関（おさらい）



障害のある方へ伝えていること

〇別紙「障害者の方へ ハローワーク利用ガイドブック」 ご紹介



アセスメント

〇障害特性の把握
☞医療機関との連携
（診断名だけではなく具体的症状の確認・ライフスキル）
〇就労可能性の見立て
☞本人の自己理解（失語・記憶障害・注意障害など）
☞家族との情報共有（ライフスキル）
〇支援体制の構築
☞どのような支援があると企業就労が可能なレベルなのか？
障がいのある方の「できる感」と実際のズレ
疲労・感情コントロール



作業場面を想定したアセスメント
～JEED資料～



３・ステージごとの必要なこと
～求職活動期・マッチング～



求職活動期・マッチング

・障害特性に合う職務の選定

☞仕事場面を想定した環境下に身を置くことで整理できる。

そのため訓練を利用したり、職場の見学・実習は有効なものとなり得る

・合理的配慮の整理

「できない！」を伝えるものではなく「こうするとできる！」を伝える

事業主・障害のある方合意のもと。。。。です。

伝えたらすべて取り組んでくれる☞×



求職活動期・マッチング

〇職務分析（作業工程の分解・整理）

〇作業量より「安定性」

〇特性の伝達・対処方法の伝達

〇雇用制度の活用

マルチタスクは不向き

臨機応変は不向き



実習時のPOINT
障害者職業センター事前調査票より



４・ステージごとの必要なこと
～職場適応期～



職場適応期（なんといってもここがキモ）
〇安定出勤

〇職務の定着

そのために

・企業に訪問をして

（指示の出し方・業務量の微調整・疲労の蓄積の確認・トラブルの早期介入）

「わかったつもり」「ミスの繰り返し」「感情の爆発」などがトラブルにつながりやすい。

☞そのため具体的な仕組みづくりが必要！！



できないをできるに変える。 ～ＪＥＥＤ資料～



５・ステージごとの必要なこと
～職場定着期～



職場定着期

〇安定継続

〇役割の確立（役に立てている！の実感）→離職の予防・キャリア支援

そのために

・業務拡大は慎重に

・職場内のキーパーソンの確立

・生活面の変化のチェック（体調・睡眠・疲労・金銭管理 等）



障害があるなしに関わらず定着は大変

〇安定して働けているかの継続確認を。。。

・出勤・業務・体調の波

・予兆の把握

・小さな変化（ミスの増加・表情・勤怠）を見逃さない

☞定着期は静かに崩れることが多い

〇業務の再設計・ステップアップ

・適応期からの業務が固定しすぎないかどうか？

・得意な作業を軸に

・苦手業務は「やらせない」ではなく「やり方を変える」



障害があるなしに関わらず定着は大変

〇合理的配慮の「再調整」☞双方の合意形成が大事！

・状況・体調・スキルによっての変化。

・「大丈夫」の言葉に惑わされる丁寧な聞き取りを

・配慮を減らしていく際は、段階的に・合意形成を。

〇評価・フィードバックの工夫

・あいまいな評価☞不安や不信感につながりやすい。

・できている点を言語化

・他者と比較をしない

・評価基準の明文化・共有



障害があるなしに関わらず定着は大変

〇キャリア・将来の見通しを示す

・同じ仕事への不安への対応

・昇給・昇格・契約更新の考え方を説明

〇人間関係・職場風土への配慮

・孤立していないか？

・無意識の「配慮疲れ」「腫れもの扱い」を防ぐ

・雑談・相談が生まれる心理的安全性



障害があるなしに関わらず定着は大変

〇支援機関を上手に使う

・定着しても連絡がとれる関係性を。。。

☞支援機関も次々と相談・支援があります。来なくなったら終わ

りではなく、企業側からも連絡をしてみてください。

〇体制点検

・担当者が一人で抱えていないか？→個人依存になっていないか？

・上司の交代や組織変更時の引き継ぎ

＊「放置しないこと」「過干渉にならないこと」のバランスがPOINT



復職を考える

・脳機能に障害が起きる前と後では

「仕事の仕方」や「できる仕事」が変わる場合があります。

・会社側も「以前とどう変わったか？」「別の仕事を任せるか？」

「何ができるのか？」

会社に伝え、会社と調整が必要



復職のコツ①

・脳機能に障害が起きた後の生活では、外出が減ったり、家族が

知らず知らずのうちにフォローしているために

「うまくいかない」に気づきにくい。

・仕事をし始めると「うまくいかない」が仕事のミスとして現れ

たり、効率が悪いという形で現れることがあります。

・まずは、「うまくいかない」に気づくことがスタート。

・気づいたら次に「どうしたらいいのか？」を考える。

「どうする？」を身につけましょう。



復職のコツ②

・仕事の成功の秘訣 簡単！確実！わかりやすい！

簡単：「指でポインティングするだけで数字の読み間違いを防ぐ」

確実：「付箋での作業漏れをなくす」

わかりやすい：写真やイラストの手順書やマニュアル



復職のコツ③

〇障害や苦手なことの説明は「できる」を伝える！

〇一方的な合理的配慮をもとめることは、

合理的配慮とは言えません。



６・まとめ



連携は役割分担

〇医療は「治療」が専門

〇地域は「社会復帰」への受け皿

役割は異なるが、二つが連携することで、

目の前の患者様が活躍できることにつながることが広がります。



一緒に障害者雇用を進めるために

〇障害者就業・生活支援センターは、「求職活動～就職」だけの支

援ではない。

〇就職後の「定着」も重視。

→状況に応じて「仕事」だけではなく就労に関わる生活支援も。。。

〇「復職」「転職」「離職」に関わる支援も実施

→合う・合わないはつきもの。改善のための取り組みは大事だが、

難しい場合は、支援機関を上手に使う。そして、対象者を変えて

雇い入れを進めていくこともあり得る。

大事なのは、障害者雇用の継続。



ご清聴ありがとうございました。

障害者雇用（企業就労）についてご相談等ございましたら

・ハローワーク

・福島障害者職業センター

・県中地域障害者就業・生活支援センター（ふっとわーく）

http://www.hotfukushi.jp/

までお気軽にご相談ください。
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